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史資料ハブ／シンポジウム
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挨拶 藤井  毅
司会　シンポジウム「消えゆく声を聞く、見
えないものを見る―オーラルヒストリーの
可能性とアーカイヴの課題」を始めたいと思
います。このシンポジウムは21世紀COE史
資料ハブ地域文化研究拠点というプロジェク
トのもとで行われているものです。まず最初
に、このCOEプロジェクトの研究リーダー
である藤井教授の方から挨拶をしていただき
たいと思います。よろしくお願いします。
藤井　この研究プロジェクトの代表を務め
ます藤井と申します。我々の研究拠点は、
「21世紀COE史資料ハブ地域文化研究拠
点」と称します。COEというのは、Centre 
of Excellence の略です。本日のシンポジウム
「消えゆく声を聞く、見えないものを見る」
が、我々の研究プロジェクトの目的とどのよ
うに関わるのかということを少し説明申し上
げて、ご挨拶にかえさせていただきたいと思
います。
　我々の研究拠点が目指すところは、アジ
ア・アフリカ地域の諸言語で書かれた史資料
を収奪型ではないかたちで収集しようとする
ものです。現に消滅の危機に瀕しているもの、
あるいは、保存のための良好な手当てがない
まま消えいきつつある史資料を当該地域との
協同事業を立ち上げることによって、保存し、
共有していこうというものです。そうして保
全されたアジア・アフリカ地域に関わる史資
料のうち、版権処理が終わったものについて
は、デジタル化やマイクロフォーム化するこ
とで、国内外に公開してゆきます。収集いた
しました史資料に基づいて、本学を新たな地
域研究を推進し、展開する拠点としようとす
るのが、我々の理念であり、目標であり、目
指すところなのです。
　ここで、私たちがいう「史資料」とは、た
んに書かれたものに限られているわけではあ
りません。まさに今日のこのシンポジウムの
テーマであります、「記憶」によって留めら
れる、あるいは「音声」によって留められる
ものをも対象にしております。現代史の現場
に生きる人々の記憶というものを記録に留め
たいと思っているのです。さらに、今まで、
大学等の研究機関において保存収集や研究の
対象となりえなかったような映像、絵画、あ
るいはちらしとかパンフレットの類をも幅広
く対象としたいと考えております。
　このプロジェクトは五年計画でございまし
て、本年度が第一年度目です。来年は中間評
価と称するかなり厳しい評価を受けなくて
はなりませんが、もし仮にそれをクリアいた
しましたならば、このプロジェクトは残り四
年間走り続けることになります。今日のこの
オーラル・アーカイヴ班の活動をきっかけと
いたしまして、わが国においてもこのオーラ
ルヒストリーが持つ可能性というものが幅広
く理解され、研究が進展していくことを拠点
代表として願っております。
　以上、簡単ではございますが、ご挨拶にか
えさせて頂きたいと思います。どうもありが
とうございました。
